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地域医療構想に関するアンケート「2025年に向けた対応方針アンケート」　第２回　　集計結果　（有田保健医療圏構想区域）

病床数（一般病床・療養病床）

2022年7月1日時点〔病床機能報告〕 2025年 予定〔アンケート〕 2022年～2025年の増減
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Ａ 救急拠点型
…重症患者の救急受入、高度・専門医療　など
小計

Ｂ 救急拠点型 1 済生会有田病院 184 104 80 184 104 80
…年間100件医療の入院を要する救急患者受入れ
小計 184 104 80 184 104 80

Ｃ 地域密着型 2 有田市立病院 153 54 99 153 54 99
…軽症患者の救急受入れ 3 西岡病院 120 32 28 60 120 32 28 60
　急性期病院からの転院受入 4 有田南病院 71 26 45 71 26 45
　在宅復帰へ向けた医療　など
小計 344 86 153 105 344 86 153 105

Ｄ 療養病床を有する医療機関 5 桜ヶ丘病院 99 99 99 99
6 土屋クリニック 19 19 19 19

小計 118 118 118 118
Ｅ 特殊な医療機能に特化した医療機関 7 はしもとクリニック 19 19 5 5 ▲ 14 ▲ 14

…産科、精神科、障害者医療　など
小計 19 19 5 5 ▲ 14 ▲ 14

Ｆ 無床診療所
小計

合計　（有田圏域） 665 209 233 223 651 195 233 223 ▲ 14 ▲ 14

今後の役割・方向性 医療機関名
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2025年に向けた具体的対応方針（令和5年1月アンケート結果及びアンケート後の対応）
2015年7月1日時点〔地域医療構想策定前〕 2025年 予定〔アンケート結果及びアンケート後の対応〕
病床数 病床数
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1 済生会有田病院 184 104 40 40 Ｂ 救急拠点型 184 104 80 2016年
（未定）

回復期に転換（実施済）　40床
建替時に病床数を適正化（予定）

2 有田市立病院 153 108 45 Ｃ 地域密着型 153 54 99 2017年
（2026年）
（2026年）

回復期に転換（実施済）　54床
急性期を一部廃止（予定）14床
回復期を一部廃止（予定）19床

3 西岡病院 120 60 60 Ｃ 地域密着型 120 32 28 60 病床再編は行わない
※2015年　回復期に転換　28床

4 有田南病院 71 26 45 Ｃ 地域密着型 71 26 45 2019年 回復期に転換（実施済）　26床

5 桜ヶ丘病院 99 99 Ｄ 療養病床 99 99 病床再編は行わない

6 土屋クリニック 19 19 Ｄ 療養病床 19 19 病床再編は行わない

7 はしもとクリニック 19 19 Ｅ特殊な機能 4 4 2023年 急性期を一部廃止（実施済）　15床

合計　（有田圏域） 665 317 85 263 650 194 233 223

医療機関名
(役割・方向性Ａ～Ｆ順)

不足する医療機能への転換など、
主な取組内容(予定含む)
(Q3,4)

役割・方向性
(Q1)
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当面の病床機能転換等の一覧（有田保健医療圏）

No. 医療機関名

今後の役割・方向性

令和５年１月
「2025年に向けた対応方針アンケート」より

転換等の時期

1 はしもとクリニック
【E】特殊な医療機能に特化した医療機関
　（産科、精神科、障害者医療など） 廃止

急性期病床１５床を廃止

＜転換後の機能別病床数＞
　急性期４床（▲15床）

令和5年7月15日

転換等の内容
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病床機能の転換・病床数の変更等について

（備考） （機能転換・病床数変更等の概要）

□ 有 □ 無 □ 検討中 □ 指定済み

医療機関名 はしもとクリニック

　　現在の病床機能【概要】 ＜令和４年７月１日現在＞ 　　今後の病床機能 ＜令和５年７月１５日以降＞

病棟数 入院基本料 又は 特定入院料 病床数機能区分 病棟数 入院基本料 又は 特定入院料 病床数 病床利用率 機能区分

急性期 1 有床診療所入院基本料 19 0.5% 急性期 有床診療所入院基本料 41

 ＜地域密着型協力病院指定申請の予定の有無等＞

現在、急性期病床が19床となっています。
人員不足等にて毎日の入院稼働は行っていません。

転換後における診療所のあり方は基本的には変わりありません。
肛門手術、内視鏡手術等にて、日帰り手術が困難な場合に、経過観察のために入院して
いただきます。

計 1 4 （定員）計 1 19

病床利用率：「在院患者延べ数」／（「許可病床数」×「診療実日数」） 急性期病床19床のうち、15床を廃止

　　現在の病床機能【詳細】 　　転換転換・病床数変更後における病院・診療所のあり方
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2023年7月末現在

公立・公的医療機関等

病床数 337 床 184 床 54.6% 153 床 45.4% 0 床 0.0%

医療機関数 2 機関 1 機関 50.0% 1 機関 50.0% 0 機関 0.0%

上記以外の医療機関

病床数 313 床 313 床 100.0% 0 床 0.0% 0 床 0.0%

医療機関数 5 機関 5 機関 100.0% 0 機関 0.0% 0 機関 0.0%

対応方針の策定・検討状況

地域医療構想調整会議における検討状況（有田保健医療圏構想区域）

総計
対応方針の策定・検討状況

合意・検証済 協議・検証中 協議・検証未開始

合意・検証済 協議・検証中 協議・検証未開始
総計

案

注）公立病院（有田市立病院）は、厚生労働省医政局長通知（R4.3.24付け）に基づき、「経営強化プラン」を策定後に協議する
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